































め、漢の支配下に置かれることとなる。 『前漢書』李広利伝に「至る所の小国多きも迎えて出し、軍に給せざるは莫 」 ・ 「白龍堆に当たり水草に乏しきも、常に発導を主り 水を負い糧を儋い漢使を送迎す」とあるように、後漢時代に入っても楼蘭は、漢の使節の応待に苦しむことになる。一二四年の記録に「
鄯
善の帰附するをもって、とくに三綬を加う」 （ 『後漢書』班














べて破壊され三分の二しか残ってい い。特に人物の頭部 爆風で吹き飛んでいる。後日、盗掘者はホータンのウィグル族の青年二名だったことが判明、文化財破壊の罪で主犯者は、入獄十五年 罪を受けることになったという。
私は、楼蘭王城に近づく二〇キロメートル 手前から 一キロから二キロ間隔に、高さ二、三メートルほどの丘陵があ
り、その上部に、胡楊が植えられているのに気づいた 旅人を迎え入れるための一里塚であった 今は水枯れ よって朽ち果ててしまっていたが、大樹は一七〇〇年の歳月を経 もなお、虚空に向かって咆哮しているようであ
楼蘭は、幻の湖ロプ・ノールの湖岸の西方、二八キロに位置していた。ＧＰＳ 見てみると、東経八九度五五分二二秒、









い織物などの調査を終え 、帰路は王城を南 進み 米蘭を経てチャリクリクへ、そこからタリム盆地を北上した。途中、二一八号線の左側にある都拉里故城を調査した。周囲約八〇〇メートルの城郭は堅固で 三〇〇年ほど前に建設され ものだという。都拉里故城を とにした私たち 、胡楊林を抜け タリム河の東岸を走り、コルラ経由で、再びトルファンに帰着した。今回の最大 成果 日本人 して最初に地下墓 調査できただけでなく、新しい仏教寺院発見の報に接したことであった。
二〇〇四年八月、私は悠久なるタクラマカンに夢とロマンを馳せて、第二回目の楼蘭の調査に向った。前回とはコースが














ン山脈の北麓を、西に向かって走行し 。隊員は二十名、五台の砂漠車に分乗し、大型トラックにテントや食糧を山積の旅だった。標高 六四八メートルの当金山口の西、青新界山で第一日目のテントを張った。三〇〇〇メー ル以上の高地で宿泊したことがなかったので、一晩中、酸素不足による頭痛に悩まされた。しかし、天空には美 い名月が浮かび、宝石のようにきらめく星空を眺めて 野営だ た。朝起きてみると、気温はマイナス八度、外は一面の雪化粧、積雪は三十セチ余もあり、あまりの気候の変化に驚嘆 私は白く輝 シルクロードの樹氷をカメラに収め 。
三月上旬といっても、海抜三 〇メートル以上の山道は 氷の上に降雪があるので タイヤは滑りやすい。スパイクタ
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土する多くの古文書によって証明され いる。ここ はソグド人 活躍 示す文学作品「沙州敦煌二十詠」の安城祅詠を引く。ソグド人が楼蘭や敦煌 住み着き、郊外に拝火教の廟を建立 、酒などの供物を供えているようすが詠われて る。







差を砂漠車で走ったり、鋭角の岩間を通過したりしたため、私の乗った四輪駆動砂漠車のタイヤのビスが、三本も折れてしまった。補修はしたが三時間後、あまりの激しい振動の めに 今度は後輪左のタイヤがはずれ、二〇〇メートルほど前方に吹き飛んでしまった。しかし 私たちは三本のタイヤだけで二〇〇メートルほど走行したあと、 が一本無くなっていることにやっと気がつくというありさまであった。
楼蘭故城の周りには、いたる所に無断で侵入することがないように、多くの方法が施されていた。たとえば、長さ二・五
















部分の孔雀川 鉄板河の川床が堆積土砂によりしだい 高くなって、水脈 分散し蒸発量が多くなってしまった。もと と本格的な堤防があるわけではなく、水はひたす 低地をめざして流れ、一番低い部分、すなわち タクラマカン砂漠の平均高度より約一五〇メートルの低さ ある海抜七八四メートルのロプ・ノールに注いでいる。また、緑豊 だ た楼蘭周辺もロプ・ノールとの高度差は九メートルしかなく 水不足により次第 樹木も枯れて砂漠化、土地は疲弊し 地下 岩塩が灌漑によって地表に集積して塩害を起こし、作物 生育しづらくなって ったのである。
楼蘭の出土文献は、こうした塩害による生産量の減少を記述していない。なぜならば、歴史はゆ やかに変化していく様






った。さらに羊やヤギを放牧し、草 根こそぎ食べさせている。タクラマカン砂漠では 冬になるとマイナス二五度前後にも下がることから、自らが暖を取る 胡楊や紅柳などを次から次へ 伐採している。自然環境を保全しよう の意識 まったく無く、子孫のため 王国の未来に思い 馳せる住民は皆無で、今さえ良け ばよいという欲望のもと、貴人も役人も自然破壊を容認していた。
楼蘭王国は砂漠のオアシスであるので、人口の変動はさほど無い。三世紀から四世紀にかけての住民の平均寿命を、出土











り、そのため楼蘭王国の大樹を次から次へと伐り倒していった。立派な棺を作るという過剰な儀礼は、生きている住民に多大な出費と労力を拠出させただけでなく、限りなく自然を破壊していったのである。僧侶は棺桶の大小と成仏とは、無関係であることを説かない。今日、楼蘭城内を撮影した映像を静止して、埋葬された のまわりをよく観察してみると、砂塵から棺を保護するために、大木を円形に打ち込んでいる。数えたところ約一五〇本もある には驚 た。こう た埋葬の形態は、一部の支配者階層に限られているが、それ も棺を使った墓は、楼蘭故城の近辺では一二〇〇体 下らないのであ 。
ところで、四世紀中頃より住民の中から、出家すれば食べ物に事欠か いとの考えのもと出家する者が多く出はじめた。
さらに、貧しさから僧侶になる者もいた 仏教東伝初期の一世紀から三世紀には、僧の多くは貴族や王族出身がほとんどであったが、四世紀に入ると供養を得るために出家するものが多く輩出 。法顕の『仏国記』によ ば、楼蘭には「四千余人の僧」がいて すべて
小（注６）
乗仏教と記している。こうした異常な人口構成は、王国の経済を急速に衰えさせた。さらに、楼
蘭出土文書七五号 は、僧侶は住民の貧苦 かえりみず、妻帯し、酒と肉をたらふく食べているようすが記録されている。楼蘭王国の支配下にあった精絶国（ニヤ）出土のカローシュティー文書にも、僧侶があまりにも怠惰であるので、クロライナの僧院から素行を慎み、まじめに仏道修行に励むよう命令が てい 。カローシュティー文書五七号では、僧侶が女人を殺すという犯罪まで起こし、四八九号では、あまりの事件の多さ 、 界の長老が 国王に僧侶を取り締まる規制を決めてほしい まで訴えている。こうした事実は、楼蘭における僧侶の腐敗と堕落を如実 物語っているといえよう。
楼蘭王国の存在を示す最後の記録は、 『新唐書』西域伝である。そこには焉耆国は唐と協力して、昔の孔雀川沿いの楼蘭









は、楼蘭郊外において二月三日、一台の白い色をした二一三型の四輪駆動車が、猛スピードで南西に走行するのを見つけその車はナンバーも付 いない。不審に思った隊員が、その車 タイヤの溝跡を来た道の北東をたどっていったところ、楼蘭故城の北東、約二四キロ 土垠遺址の中の半島状の台地の穴 中から壁画を発見 たのである。前述の如く墓の上部三分の一は、ダイナマイトで吹き飛ばされ、棺はみな破壊され、埋葬品は盗まれ、死体もバラバラになってい 。貴重な壁画の人物像も、みな顔の上半分は び消滅していた。
二月一〇日付の朝刊紙「晨報」は、この発見を大きく報道した。また、三月二日「世紀の発見」と題するテレビニュース


























































































































































































































は、唐朝辺塞詩の成立と期を同じくする。しかし、六朝から唐の詩集を紐解いてみると、詠出された一番多 西域の地名は、楼蘭でなく陽関と玉門関であった。たとえば、 「春光度らず 　
玉門関
」 （王之渙・登鸛鵲楼） 、 「西のかた
陽関
を出ずれば故人










の源」 （虞世基・出塞） 、 「
交河
の冰は已に結ぶ」 （李世民・飲馬長城窟行） 、 「
交河
城辺 　鳥飛





胡騎、紅柳、胡風、鉄関、蒲昌、火山、胡児、蕃軍、平沙、戍楼、黄沙、胡瓶、塞馬、塞沙、都尉、都護、絶漠、羌笛、瀚海、楊柳 琵琶 西戌 沙場 青海 胡虜 烏孫 葡酒 月氏 匈奴 商胡 旋 西域 胡天 赤亭 戌王 蕃騎 塞下塞外、大漠、戍鼓、穹盧、葡萄、辺庭などがある。
シルクロード文学の中で詠まれたこれら多くの町や川や山は、時代の推移変転とともに消えていった。しかし、不思議な
ことに「楼蘭」だけは 時空を超えて一九世紀まで歌い継がれている。その理由は 漢民族の優越思想を刺激し、心地よいロマンを胸中に惹起させる王国であり 栄達と郷愁の念を涌現させるにふさわしい地名だったからである。
思えば中国は、漢代より六〇〇年 長きにわ って、歴史的事実としてたびたび異国の文化が躍動する楼蘭に侵攻し、国
王を斬殺したり、金品を支出 住民を苦しめてきた。楼蘭が滅亡したあとも、今度は詩篇に於いて攻撃し侵略し殺戮している。中華思想から見れば、あくまでも楼蘭は西戌 胡虜の地であり、国威の発揚のためには 必ず攻め滅ぼさねばならない国であった。その意味では、前一一〇年 七〇〇余の軽騎兵で を侵略 趙破奴や、前七七年 楼蘭王を殺 た傅介子は、まぎれもなく漢族の英雄としての気概を後世に語り伝 るべき人物であったといえよう。
ところで、漢民族の文学は好戦的とばかりは言えない。古来、反戦平和の流れも存在していた。出征兵士が家族を思うさ
































楼蘭故城内の仏塔は高さ 12 メートル余、1700 年の歳月を経て
も今なお、孤影悄然と虚空に聳えていた　　　　　　　　　　　
トルファンから楼蘭故城までの道程には、道も人家も無く、
私たちは５日間にわたって野営することとなった 　　　　
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八三
楼蘭の地下墓の壁に描かれていた
放牧図、木棺がまだ散乱していた
楼蘭城内の役所跡と思われる三間房
地下墓の壁には、グラスを持ったソグド人の宴会図が描かれていた
地下墓の柱に描かれていた法輪のような輪。
右の空間は入口である。　　　　　　　　　
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八四
楼蘭故城の位置
（ウルムチの古書店で手に入れた高度の入った貴重な古地図、国家測絵局、1976 年刊）　
楼蘭故城
◀
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